
シルクロード文化観光ウィーク　２月日から開催
ス
ポ
ッ
ト

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
横
断
バ
ス
の
旅
」の
魅
力

車
窓
の
景
色
が
素
晴
ら
し
い

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
敦
煌
莫
窟
ツ
ア
ー
」の
魅
力

未
公
開
窟
を
研
究
員
が
案
内

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

グルメ

２
月

日

午
後
３
時
～
開
幕
式
　
場
所
・
東
京
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー
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シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
西
安
に
端
を

発
し
、
甘
粛
省
、
青
海
省
、
新
疆
を

経
て
中
央
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

と
つ
な
が
っ
た
古
代
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ

る
街
道
。
世
界
中
の
観
光
客
を
魅
了

し
て
き
た
。

　
特
に
甘
粛
省
の
黄
河
か
ら
西
、
祁

連
（
き
れ
ん
）
山
脈
の
北
側
に
そ
っ

た
狭
長
な
地
域
は
「
河
西
回
廊
」
と

呼
ば
れ
、
砂
漠
の
中
に
オ
ア
シ
ス
が

点
在
し
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
端
を

形
成
す
る
。

　
こ
こ
で
は
甘
粛
省
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
主
な
み
ど
こ
ろ
と
グ
ル
メ
の
紹

介
に
加
え
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
日
経
カ
ル

チ
ャ
ー
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ツ
ア
ー
企

画
担
当
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲

載
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ツ
ア
ー
の
ベ
テ

ラ
ン
添
乗
員
に
よ
る
無
料
講
演
会
も

案
内
す
る
。

　
ま
た
、
今
月

日
か
ら

日
ま
で

の
日
程
で
、
東
京
・
港
区
の
東
京
中

国
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
化
観
光
ウ
ィ
ー

ク
及
び
〝
長
安
精
神
―
中
国
書
画

展
〟
」
に
合
わ
せ
て
来
日
し
、
作
品

を
展
示
す
る
書
画
家
と
そ
の
作
品
に

つ
い
て
も
合
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

　

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
横
断

１
万
５
千
㌔
㍍
　

日
間
バ
ス
の

旅
」
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
経
緯
は
。

　
「
１
９
９
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
翌

年
に
は
ツ
ア
ー
オ

ブ
ザ
イ
ヤ
ー
を
受
賞
、
弊
社
に
と

っ
て
歴
史
あ
る
大
切
な
ツ
ア
ー
で

す
。
１
回
目
は
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
ひ
た
す
ら
陸
路
で
、
バ
ス
で
の

ん
び
り
旅
し
よ
う
』
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
、
西
安
か
ら
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
を
目
指
す

日
間
の
ツ
ア

ー
で
し
た
。

年
以
降
、
政
情
不

安
な
ど
に
よ
り
取
り
扱
い
を
見
合

わ
せ
ま
し
た
が
、
ル
ー
ト
を
西
安

か
ら
ロ
ー
マ
に
伸
長
し
、
１
万
５

千
㌔
㍍
を

日
間
、
陸
路
で
走
破

す
る
旅
と
し
て

年
秋
か
ら
ツ
ア

ー
を
再
開
し
ま
し
た
。

年
春
・

秋
、
そ
し
て

年
春
と
順
調
に
回

を
重
ね
、
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
は
延

べ
３
５
０
人
以
上
の
お
客
さ
ま
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　

参
加
者
の
年
齢
層
や
性
別

な
ど
の
比
率
は
。

　「
ツ
ア
ー
の
期
間
が
長
い
た
め
、

仕
事
を
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
人
、


代
後
半
か
ら

代
ま
で
の
人
が
中

心
で
す
。
男
女
比
率
は
平
均
す
る

と
、
男
性
６
割
、
女
性
４
割
く
ら

い
で
す
」

　

感
想
と
し
て
は
。

　
「
『
ホ
テ
ル
の
前
で
バ
ス
に
乗

り
さ
え
す
れ
ば
次
の
目
的
地
に
行

く
こ
と
が
で
き
る
』
『
空
路
の
移

動
が
と
も
な
う
旅
よ
り
も
体
が

楽
』
『
バ
ス
旅
な
ら
で
は
、
気
軽

に
バ
ス
を
止
め
て
興
味
の
あ
る
も

の
を
見
る
、
途
中
下
車
の
時
間
も

楽
し
い
』
な
ど
で
す
」

　

ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
上
で

の
配
慮
し
て
い
る
こ
と
は
。

　
「
こ
の
ツ
ア
ー
の
ス
タ
ー
ト
時

の
企
画
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ

り
、
全
線
添
乗
を
行
う
二
村
忍
氏

を
中
心
に
、
ル
ー
ト
に
精
通
す
る

複
数
の
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
、
現
地

関
係
者
の
意
見
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
日
程
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
感
想
、
意
見
は
次
の

ツ
ア
ー
で
反
映
し
ま
す
」

　

ツ
ア
ー
最
中
の
配
慮
は
。

　
「
体
調
管
理
の
た
め
に
、
食
事

の
調
整
は
お
客
さ
ま
の
様
子
を
み

な
が
ら
極
力
現
地
で
行
っ
て
い
ま

す
。
お
客
さ
ま
に
は
疲
れ
た
ら
観

光
を
パ
ス
し
て
休
息
し
て
も
ら

い
、
決
し
て
無
理
し
な
い
こ
と
を

徹
底
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
中
国
エ
リ

ア
で
の
旅
行
中
の
お
薦
め
は
。

　「
こ
の
ツ
ア
ー
、こ
の
ル
ー
ト
の

魅
力
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
沿
い
の

珠
玉
の
遺
跡
見
学
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、移
り
ゆ
く
車
窓
の
景
色
、自

然
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。
中
国
か
ら
中
央
ア

ジ
ア
へ
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
天
山

山
脈
な
ど
、
忘
れ
難
い
景
色
と
な

り
ま
す
。
春
の
ツ
ア
ー
は
咲
き
ほ

こ
る
花
々
を
見
、
秋
の
ツ
ア
ー
で

は
た
わ
わ
に
実
っ
た
果
物
を
味
わ

う
お
楽
し
み
も
。
ツ
ア
ー
の
全
線

を
通
じ
て
食
事
の
評
価
が
一
番
高

い
の
は
中
国
で
す
。
料
理
の
品
数

が
多
く
、ま
た
、口
に
合
う
こ
と
、

さ
ら
に
野
菜
が
豊
富
に
食
べ
ら
れ

る
こ
と
も
高
評
価
の
要
因
で
す
」

Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏

　
ロ
イ
ヤ
ル
ロ
ー
ド
銀
座
事
業
部

　
営
業
担
当
課
長

藤
﨑
み
ほ
さ
ん

　

御
社
の
「
敦
煌
莫
高
窟
ツ
ア

ー
」
の
概
要
や
企
画
に
至
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
。

　
「
日
本
経
済
新
聞
社
と
日
経
カ
ル

チ
ャ
ー
は
約

年
前
か
ら
現
在
ま
で

敦
煌
研
究
院
か
ら
の
留
学
生
を
受
け

入
れ
て
お
り
、
そ
の
特
別
な
友
好
関

係
か
ら
特
別
有
料
窟
だ
け
で
な
く
、

全
く
の
『
未
公
開
窟
』
も
日
本
へ
の

留
学
経
験
の
あ
る
敦
煌
研
究
院
の
研

究
員
の
案
内
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
我
々
日
経

カ
ル
チ
ャ
ー
だ
け
に
し
か
で
き
な
い

本
当
に
特
別
な
見
学
で
す
」

　

参
加
者
（
申
し
込
み
者
）
の

年
齢
層
や
、
感
想
で
多
い
事
項
は
。

　
「

～

代
の
方
が
多
く
、
男
女

比
率
は
女
性
の
方
が
多
い
で
す
。
皆

さ
ま
は
、
実
際
に
観
る
窟
の
素
晴
ら

し
さ
は
も
と
よ
り
、
一
般
的
な
ツ
ア

ー
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
敦
煌

研
究
院
か
ら
の
も
て
な
し
の
厚
さ

『
見
学
箇
所
、
時
間
の
自
由
さ
、
研

究
員
か
ら
の
説
明
』な
ど
に
驚
か
れ
、

『
本
当
に
特
別
な
ツ
ア
ー
』
で
あ
る

こ
と
を
出
発
前
は
こ
こ
ま
で
予
想
で

き
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
」

　

　

今
　

回
　

の
　

ツ
　

ア
　

ー
　

に
　

お
　

け
　

る
　

「
特
別
な
」
内
容
は
。

　
「
一
般
的
な
ツ
ア
ー
で
は
追
加
代

金
を
払
っ
て
見
学
す
る
、
い
わ
ゆ
る

『
有
料
特
別
窟
』
の
見
学
を
特
別
見

学
と
表
記
し
て
い
ま
す
が
、
当
社
で

は
有
料
特
別
窟
に
も
含
ま
れ
な
い
本

当
の
『
未
公
開
窟
』
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
未
公
開
窟
の
特
別
見
学
だ

け
で
な
く
、
莫
高
窟
見
学
の
際
の
昼

食
は
一
般
の
観
光
客
の
受
け
入
れ
は

行
っ
て
い
な
い
研
究
員
の
特
別
食
堂

を
ご
提
供
し
、
夜
に
は
研
究
員
か
ら

の
説
明
会
も
行
い
ま
す
」

　

敦
煌
の
魅
力
に
つ
い
て

　
「
仏
教
美
術
と
い
っ
た
視
点
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
壁
画
か
ら
は

当
時
の
人
々
の
生
活
の
様
子
や
考
え

方
、
街
の
様
子
な
ど
に
も
思
い
を
は

せ
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
」

日
経
カ
ル
チ
ャ
ー

海
外
旅
行
企
画
・
販
売
担
当
部
長

仲
矢
慎
司
さ
ん

中国国家旅游局講演会

「・年中国・シルクロードＮＯＷ」
日時：２月日（水）午後４～５時／講演　午後５～６時／交流会
場所：東京中国文化センター（港区虎ノ門３－５－１　森ビル１Ｆ）
講師：二

に

村
むら

忍
しのぶ

氏（ユーラシア企画代表）
　年９月以降、中国の旅行は冷え込んでいます。そんな中、ＪＴＢロイヤルロ
ード主催の「新ユーラシア大陸横断」のツアーで、中国のシルクロード地域を３回
も旅しました。マスコミは政治・経済的なことでしか報道しないため、実際の現地
事情はなかなか分かりません。そこで実際に私が見た、お客さんが感じたシルクロ
ードＮＯＷをお伝えし、併せて訪れる機会の少ない自然風景も紹介します。

年東京生　琉球大学卒業（～年台湾留学）
年中国・シルクロードを初訪問、～年ＪＴＢ北京
・上海駐在員。
年～ＪＴＢ主催「ユーラシア大陸横断バスの旅」を企画
・添乗
年ナショナルジオグラフィック写真コンテスト優秀賞受
賞
（その他、関野吉晴氏のグレートジャーニー、戸井十月氏の
ユーラシア大陸横断などに関わる）
現在まで世界約カ国、約万㌔（地球を周）、中国全
省を走破

バインブルグ 祁連山脈

張超
　長安中国山水画院常
務副院長、西安市山水
画院副院長、陝西省文
化芸術委員会副主任、
西安中国画院画家。

梁咏莉
　西南大学美術学院美
学修士、陝西省美術家
協会会員、宝鶏職員美
術協会理事。

李暁鵬
　陝西省美術家協会会
員。作品が相次いで全
国青年美術展、广州芸
術博覧会に入選。

李
艶
秋

　
中
国
書
道
家
協
会
会
員
、
中
国
書
道
協
会
婦

女
委
員
会
委
員
、
陝
西
省
書
道
家
協
会
常
務
副

主
席
、
国
家
一
級
美
術
師
。

郭蓮
　陝西省文史研究館書
道研究員、西安中国画
院画家、陝西省美術家
協会会員。

何
正
明

　
陝
西
省
美
術
家
協
会
会
員
、
中
原

書
画
院
特
聘
教
授
。

馬
継
忠

　
中
国
美
術
家
協
会
会
員
、教
授
、

西
安
文
史
館
館
員
、
中
国
書
画
篆

刻
家
協
会
副
主
席
、
西
安
文
理
学

院
馬
継
忠
工
作
室
指
導
教
師
。

宋亜平
　中国美術家協会理
事、国家一級美術師、
陝西省美術家協会副主
席、陝西省山水画研究
会副主席。

張掖丹霞
　赤い堆積岩で形成されたカルスト地形。甘粛省張掖市の近郊
に位置し、「東洋のグランドキャニオン」と呼ばれることもあ
る。

敦煌鳴沙山・月牙泉景区
　敦煌市近郊の月牙泉（三日月湖）は鳴沙山（砂漠）のオアシ
ス。数千年前から絶えることなく湧き続けているという泉。

嘉峪関
　甘粛省嘉峪関市の嘉峪関は、古いシルクロードの交通要道で、
明朝の万里長城の西端の起点。河西第一の関所として「天下第
一雄席」と呼ばれた。

敦
煌
莫
高
窟

　
甘
粛
省
敦
煌
市
近
郊
に
あ
る
仏
教
遺
跡
。
１

９
８
７
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
。

蘭州ラーメン
　牛肉のあっさりとしたスープに、コ
シのある手打ちで伸ばした麺を入れた
料理で、豚肉を使わない清真料理とし
て知られる。具材には牛肉とネギ、パ
クチーを入れたのが一般的で、好みで
トウガラシやニンニク、ラー油等をト
ッピングする。

黄金瓜（マクワウリ）
　果皮の黄色が特徴的で、中の果肉は
白く、さっぱりとした甘さで梨のよう
な触感に近い。夏場になると街のいた
るところで売られているポピュラーな
果物。

鄭成文
　中国美術家協会会
員、劉大為工作室画家、
陝西国画院特聘画家、
西安中国画院画家。作
品『郷音』が全国第８
回美術作品展に入選。

賈宗明
　丹江口市美術家協会
副主席兼秘書長、中国
美術家協会陝西分会会
員。


